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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

● 管理組合だより 

●イオンの移動販売開始！ 

●第４３回ハイツ夏まつりに向けて 

●ハイツ東くん 

●深読み百人一首の会に参加して 

● ハイツ寿会・総会 

●子育てガイドブックに「おたがいさま里食堂」紹介 

●ココベリーのお祝いメニュー 

● NPOグリーンオフィスさやま・第１６回通常総会 

●連載 地歴探索を楽しむ（９）  

旧鎌倉街道上道と堀兼の井 

●ハイツの資源回収 ３０年度分の報告 

●季節の言葉 

●わくわく自然園からのお知らせ 

●ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

 

 

 

 

手作り工房イベント 「モビールを作ろう」 

ゆらゆら 素敵なモビールできました。 

GW１０連休明け 一斉交通安全の見守り 「元気にいってらっしゃーい！」 
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加
藤
理
事
長
お
疲
れ
様
で
し
た 

２
０
１
９
年
５
月
の
総
会
で
理
議
長
の
加
藤
正
八
氏

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
理
事
に
就
任
、

翌
年
に
理
事
長
と
な
り
、
理
事
長
と
し
て
の
３
年
間
で

実
施
し
た
代
表
的
な
工
事
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

・
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
の
設
置 

・
ハ
イ
ツ
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に 

・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
フ
ェ
ン
ス
を
新
し
く
新
設 

・
バ
ス
停
の
椅
子
を
木
製
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に 

・
管
理
棟
屋
根
葺
き
替
え
工
事 

・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
境
界
線
を
地
主
と
協
議
の
上 

 

確
定
し
整
備 

・
ハ
イ
ツ
外
周
フ
ェ
ン
ス
破
損
個
所
の
修
理 

       

新
理
事
長
就
任 

生
田
目
春
美 

（
２７
号
棟
１
０
１
） 

     

こ
の
度
、
前
任
の
加
藤
さ
ん
に
代
わ
り
新
狭
山
ハ
イ

ツ
管
理
組
合
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
生
田
目
で
す
。 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
は
昭
和
４８
年
の
第
１
期
の
入
居
者
か

ら
今
年
で
４６
年
を
迎
え
ま
す
。 

入
居
者
の
皆
様
の
平
均
年
齢
は
だ
ん
だ
ん
と
高
齢
化 

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
共
に
マ
ン
シ
ョ
ン
も 

高
齢
化
が
進
み
、
長
期
修
繕
計
画
で
目
標
と
す
る
築
８０

年
維
持
管
理
の
半
分
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

長
期
修
繕
計
画
で
は
、
今
年
の
計
画
工
事
と
し
て
玄

関
ド
ア
の
交
換
、
階
段
室
の
防
水
工
事
、
そ
の
他
を
実

施
致
し
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
で
職
人
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、工
事
開
始
は
８
月
に
な
る
予
定
で
す
。 

今
年
度
の
計
画
が
全
て
滞
り
な
く
運
べ
ま
す
よ
う
住

民
の
皆
様
や
、
関
係
者
の
皆
様
様
の
協
力
を
得
て
、
頑

張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

大
盛
況
だ
っ
た
説
明
会 

 

4
月
２８
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
玄
関
ド
ア
の
交

換
と
階
段
室
防
水
工
事
等
の
説
明
会
は
、
過
去
に
例
の

な
い
大
盛
況
で
、
１
５
０
人
も
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
来

て
い
た
だ
き
、
会
場
に
入
り
き
れ
ず
入
口
に
立
ち
見
が

で
き
る
状
況
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

工
事
の
着
工
は
８
月
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
工
事
の 

該
当
に
あ
た
る
棟
は
、
直
前
に
再
度
詳
細
な
説
明
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
時
に
も
ま
た
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 
 

管
理
組
合
だ
よ
り

なまため はるよし 

生田目 春美 
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自
治
会
長 

 

中
村
雅
昭 

 

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
イ
オ
ン
の
移
動
販
売
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
、
回
覧
及
び
階
段
掲
示
で
、
停

車
場
所
・
時
間
に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
オ
ン
よ
り
、
直
前
に
各
戸
に
チ
ラ
シ
が
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
確

認
の
意
味
も
こ
め
て
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
開
始
は
６

月
１０
日
（
月
）
か
ら
で
す
。 

利
用
す
る
こ
と
が
、
移
動
販

売
の
継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
皆
さ
ん
、
多
い
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
！ 

            

【
停
車
場
所
・
停
車
時
間
】 

◎
ハ
イ
ツ
東
バ
ス
停 

 

月
曜
日 

１０
時
２０
分
～
１０
時
４０
分 

 

水
曜
日 

１０
時
２０
分
～
１０
時
４０
分 

 

水
曜
日 

１５
時
２０
分
～
１５
時
４０
分 

◎
２５
号
棟
導
入
路
（
南
第
２
公
園
横
） 

 

月
曜
日 

１０
時
５０
分
～
１１
時
１０
分 

 

水
曜
日 

１０
時
５０
分
～
１１
時
１０
分 

 

水
曜
日 

１４
時
５０
分
～
１５
時
１０
分 

◎
管
理
事
務
所
横 

 

月
曜
日 

１１
時
２０
分
～
１１
時
４０
分 

 
水
曜
日 

１１
時
２０
分
～
１１
時
４０
分 

 
水
曜
日 

１４
時
２０
分
～
１４
時
４０
分 

  
 

  

 

      

   

５
月
１９
日
（
日
）
「
自
治
会
関
係
団
体
懇
親
会
及
び

夏
祭
り
計
画
等
打
ち
合
わ
せ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
夏
祭
り
は
７
月
１３
日
（
土
）
で
す
。
昨
年
度
に

続
き
１
日
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、模
擬
店
、舞
台
、

盆
踊
り
は
、
関
係
団
体
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
住

民
手
作
り
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
く
集
え
る
夏
祭
り
は
、
地
域
の
絆
に
も
な

り
ま
す
。
笑
顔
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
夏
祭
り
を
！ 

（
編
集
部
） 

                
 

 

◎
盆
踊
り
練
習
日 

一
回
目 

６
月
２３
日
（
日
）
１４
時
～ 

二
回
目 

７
月

 

６
日
（
土
）
１９
時
～ 

場

所 

第
一
会
議
室 

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 
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５
月
１４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
深
読
み
百
人
一
首
の
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
に
「
歴

史
を
歩
く
」を
連
載
し
て
頂
い
た
伊
東
眞
夏
先
生
で
す
。

伊
東
先
生
（
熊
谷
禄
朗
さ
ん
）
は
２４
ー
３
０
２
に
お
住

ま
い
で
「
深
読
み
百
人
一
首
」（
栄
光
出
版
）
を
出
版
さ

れ
ま
し
た
。 

『
契
り
き
な 

互
（
か
た
）
み
に 

 

袖
を
し
ぼ
り
つ
つ 

末
の
松
山
波
こ
さ
じ
と
は
』 

清
原
元
輔
が
友
人
の
結
婚
式
に
送
っ
た
歌
で
す
。
意

味
は
、
末
の
松
山
を
波
が
越
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

心
変
わ
り
し
ま
い
と
言
う
意
味
。
実
は
こ
れ
は
大
地
震

の
歌
で
す
。
８
６
９
年
に
起
こ
っ
た
貞
観
大
地
震
は
地

域
も
大
き
さ
も
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
規
模
で
し
た
。

そ
の
時
、
津
波
が
越
え
な
か
っ
た
の
が
「
末
の
松
山
」
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
仙
石
線
「
多
賀
城
駅
」
の
そ
ば

で
す
。
な
ん
と
、
東
日
本
大
震
災
で
も
津
波
は
「
末
の

松
山
」
を
越
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

歌
に
は
い
ろ
ん
な
真
実
や
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
の

を
知
り
ま
し
た
。
今
回
は
二
首
の
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、

次
回
は
、
ど
ん
な
歌
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
の
か
楽
し

み
で
す
。
皆
さ
ん
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

 

（
編
集
部
） 

 

 
 

                           

   

４
月
２４
日
、
寿
荘
に
て
ハ
イ
ツ
寿
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
が
無
事
終
了
し
た
あ
と
は
、
お
楽

し
み
の
懇
親
会
で
す
。
昨
年
に
続
き
、
舞
台
で
舞
踊
が

舞
わ
れ
た
あ
と
に
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
た
あ
と
は
、懐
か
し
の
名
曲「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」な
ど
、み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。 

最
後
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。
元
気
な
歌
声
と
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が
は
つ
ら

つ
と
元
気
で
い
る
こ
と
は
、若
い
世
代
の
見
本
と
な
り
、

希
望
と
も
な
り
ま
す
。皆
様
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、

ご
活
躍
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
編
集
部
） 

          
 

 
 

 

   

深
読
み
百
人
一
首
の
会
に
参
加
し
て 

ハ
イ
ツ
寿
会
・
総
会 華麗な舞踊 左から 三浦さん、 

滝沢さん、小山さん 

パワフルに熱唱する 
河西さん ステキ！ 

今
後
「
深
読
み
百
人
一
首
の
会
」
は
毎
月
第
２
火
曜
日 

１３
時
３０
分
～
１５
時 

第
１
会
議
室 
で
開
催
し
ま

す
。
次
回
は
６
月
１１
日
（
火
） 
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狭
山
の
若
い
マ
マ
達
が
企
画
・
編
集
し
た
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
つ
な
が
る×

こ
そ
だ
て×

さ
や
ま
」（
発

行
：
狭
山
市 

総
合
政
策
部
・
政
策
企
画
課
・
総
合
戦

略
推
進
室
）
に
、
ハ
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
狭
山

お
た
が
い
さ
ま
里
食
堂
」（
略
称
・
里
食
・
主
催
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
じ
お
す
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
畑
に
行
っ
て
み
ん

な
で
収
穫
、
み
ん
な
で
料
理
を
し
て
食
べ
る
里
食
は
、

オ
ス
ス
メ
ア
ウ
ト
ド
ア
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
イ
ベ
ン
ト
へ
行
こ
う
！ 

家
族
連
れ
に
オ
ス
ス

メ
ス
ポ
ッ
ト
、
つ
な
が
る×

子
育
て
等
、
子
育
て
中
の

親
子
が
狭
山
市
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
情
報
が
た
く

さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
編
集
部
） 

            

    

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
エ 

コ
コ
ベ
リ
ー 

代
表 

中
村
ル
ミ
子  

 

安
心
・
安
全
・
安
価
な
飲
食
を
楽
し
ん
で
頂
き
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
で
情
報
交
換
や
交
流
が
出
来
る
「
た

ま
り
場
」、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
「
コ
コ
ベ
リ
ー
」

を
は
じ
め
て
今
年
で
７
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
ご
常
連
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
毎
回
４０
人
～
５０

人
の
方
に
来
て
頂
き
賑
や
か
に
開
催
出
来
て
い
ま
す
。

例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
お
休
み
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
元
号
も
変
わ
る
し
５
月
２
日
は
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（
１６
日
は
お
休
み
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
）
カ
フ
ェ
ご
は
ん
も
、
祝
・
令
和
の
お

祝
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
ち
ら
し
ず
し
に
、
筑
前
煮
、
サ
ラ

ダ
、
お
吸
い
物
。
ち
ら
し
ず
し
に
は
、
ち
ょ
っ
と
奮
発

し
て
イ
ク
ラ
を
乗
せ
ま
し

た
が
、召
し
上
が
っ
た
皆
様
、

気
付
い
て
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？
（
笑
）
こ
れ
か

ら
も
、楽
し
い
た
ま
り
場
目

指
し
て
ス
タ
ッ
フ
一
同
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、令
和
の

時
代
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

 

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま 代

表 

毛
塚 

宏 

５
月
２６
日
（
日
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ

や
ま
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
の
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画

案
及
び
活
動
予
算
案
、
さ
ら
に
は
役
員
体
制
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
今
年
度
か
ら
本
法
人
が
築
８０
年
を
住
み
継
ぐ

た
め
の
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

多
く
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
全
国
各
地

の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
「
本
法
人
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
そ
の
御
礼
と
し
て

ハ
イ
ツ
産
の
素
敵
な
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
と
い
う

も
の
で
す
。
詳
細
は
コ
コ
ベ
リ
ー
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ

や
展
示
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。
主
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

       

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に 

「
お
た
が
い
さ
ま
里
食
堂
」
紹
介 

里食は原則月１回開催

しています。開催日は

階段掲示します。 

ハイツの若いママさん

も、ぜひ、ご参加を！ 

コ
コ
ベ
リ
ー
の
お
祝
い
メ
ニ
ュ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま 

「
第

回
通
常
総
会
」
開
催 

交流会のマジックショー 

総会風景 
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旧
鎌
倉
街
道
上

道

か
み
つ
み
ち

と
堀
兼
の
井 

４
ー
５
０
４ 

 

藤
本 

一
美 

 

鎌
倉
街
道
と
は
、
鎌
倉
と
各
地
を
結
ぶ
主
要
な
旧
道

で
鎌
倉
時
代
に
幕
府
の
御
家
人
ら
が
鎌
倉
に
向
か
う
道

と
し
て
発
展
。
関
東
地
方
で
は
「
上
（
か
み
）
の
道
」

（
武
蔵
路
と
も
。
堀
兼
・
府
中
・
関
戸
な
ど
を
通
る
の

で
堀
兼
道
と
も
い
う
）
の
他
に
「
中
道
」「
下
道
」
が
知

ら
れ
て
い
る
。 

 

鎌
倉
幕
府
が
開
い
た
日
本
最
初
の
武
家
政
権
の
源
氏

将
軍
は
三
代
で
絶
え
、
そ
の
後
、
北
条
氏
が
覇
権
を
握

っ
た
が
、
元
弘
三
（
１
３
３
３
）
年
滅
び
、
街
道
は
次

第
に
衰
え
て
い
っ
た
が
、
上
州
道
や
信
濃
道
と
し
て
活

用
さ
れ
た
旧
道
で
あ
る
。 

 

連
載
（
１
）
（
２
）（
８
）
回
目
の
地
形
図
に
は
旧
鎌

倉
街
道
上
道
（
堀
兼
道
）
を
記
載
。
一
部
推
定
の
道
も

含
む
が
、
江
戸
期
の
開
拓
新
田
の
短
冊
型
地
割
制
や
ホ

ン
ダ
な
ど
の
工
場
団
地
の
進
出
（
昭
和
３９
年
）
、
住
宅

地
開
発
な
ど
あ
い
ま
っ
て
旧
道
が
消
滅
し
た
箇
所
も
あ

る
が
、
堀
兼
神
社
周
辺
や
ハ
イ
ツ
周
辺
に
は
、
よ
く
残

っ
て
い
る
。 

 

そ
の
神
社
境
内
に
は
「
堀
兼
の
井
」
の
遺
跡
が
著
名

だ
。
斎
藤
鶴
磯
著
『
武
蔵
野
話
』
（
正
編
は
文
化
１１
年

（
１
８
１
４
年
）
に
は
「
堀
兼
村
浅
間
祠
埋
井
の
図
」

を
よ
く
判
読
す
る
と
、
井
戸
が
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
よ

な
表
現
で
あ
る
の
は
な
ぜ
だ 

ろ
う
か
。 

堀
難
井
（
ほ
り
が
た
い
） 

が
堀
兼
の
地
名
由
来
説
も
あ 

る
と
お
り
、
羽
村
の
「
ま
い 

ま
い
ず
井
戸
」
や
入
曽
の 

「
七
曲
井
」
な
ど
、
平
安
時 

代
の
随
筆
に
登
場
す
る
井
戸 

で
水
を
く
み
と
る
苦
労
が
伝 

わ
っ
て
く
る
の
だ
が
、
江
戸 

期
に
は
堀
兼
の
井
の
所
在
は 

不
明
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。 

 

確
信
な
く
断
定
し
た
人
物 

は
、
川
越
城
主
秋
元
但
馬
守 

喬
知
で
あ
る
。
こ
の
堀
兼
神 

社
境
内
の
凹
地
を
堀
兼
の
井 

跡
と
見
込
み
、「
堀
兼
井
碑
」 

（
１
７
０
８
年
）
の
碑
文
を 

造
立
し
て
し
ま
っ
た
。（『
狭 

山
市
史
地
誌
編
』
参
考
）
の 

だ
か
ら
、
今
と
な
っ
て
は
探 

り
よ
う
が
な
い
。 

 

さ
ら
に
百
年
近
く
前
に 

「
埋
井
」
と
な
っ
て
い
た
の 

だ
か
ら
仕
方
あ
る
ま
い
気
が 

す
る
。 

 

                          

 

 

連
載 

地
歴
探
索
を
楽
し
む
（
９
） 

（
下
）
堀
兼
神
社
の
「
堀
兼
の
井
」 

（
左
）
堀
兼
村
浅
間
祠
埋
井
の
図 
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◎
ハ
イ
ツ
寿
会 

 

・
回

収

総

量 

３
６
，
９
２
０
㎏ 

 

・
狭
山
市
補
助
金 

１
４
７
，
６
８
０
円 

 

・
業
者
売
渡

金 
１
５
０
，
７
８
０
円 

 

毎
月
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
古
紙
古
布
の
搬
出
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
収
益
金
は

「
寿
会
」
の
活
動
に
大
切
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◎
ハ
イ
ツ
子
ど
も
会
育
成
会 

・
回

収

総

量 

３
１
，
１
０
０
㎏ 

・
狭
山
市
補
助
金 

１
２
４
，
４
０
０
円 

・
業
者
売
渡

金 

１
２
４
，
５
９
０
円 

日
頃
よ
り
、
育
成
会
の
資
源
回
収
に
ご
協
力
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
も
右
記
の
様
に
補

助
金
等
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
度
の
役
員
全
員
が
仕
事
を
持
ち
、
週
休
２
日
の

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

“
で
き
る
限
り 

”
で
す
が
、
役
員
一
同
、
奮
闘
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 

私
事
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
が
最
後
の
育

成
会
の
役
員
で
す
。
悔
い
な
く
、
次
年
度
の
方
々
に
引

き
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま

し
た
ら
連
絡
を
頂
け
る
と
、
助
か
り
ま
す
。 

今
年
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
役
員
一
同
協

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 ◎
新
狭
山
ハ
イ
ツ
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
の
資
源
回
収 

 

・
回

収

総

量 

１
，
２
８
０
㎏ 

（
主
に
ア
ル
ミ
缶
、
段
ボ
ー
ル
も
含
む
） 

 

・
狭
山
市
補
助
金 

５
，
２
０
０
円 

 

・
業
者
売
渡

金 

５
９
，
６
３
０
円 

毎
月
第
一
と
第
三
の
日
曜
日
に
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
回
収
に
よ
る
収
入
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま
が
取
り
組
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
に
係
る
事
業
や
手
作
り
作
品
展（
隔
年
）

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
缶
詰
の
缶
や
ビ
ン
を
、
ま
た

ス
テ
ィ
ー
ル
缶
を
混
入
し
な
い
で
下
さ
い
。
ま
た
、
蓋

付
き
の
缶
は
蓋
を
と
っ
て
出
し
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま

す
。 

      

  

   

●
今
月
の
開
園
日
：
６
月
９
日
（
日
）
と
２３
日
（
日
）

９
時
～
１７
時
迄
。 

●
見
ど
こ
ろ
：
５
月
中
旬
、
園
内
を
訪
れ
る
と
、
池
に

は
ハ
ク
ス
イ
レ
ン
が
咲
き
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
池
の
周
り

を
悠
々
と
回
遊
、
園
路
沿
い
に
は
風
に
ゆ
ら
ぐ
チ
ガ
ヤ

の
白
い
穂
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
う
よ
う
よ
い

た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
な
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
そ
の
姿
は
全
く
見
え
ず
。
６
月
に
な
る
と
池

辺
に
は
ギ
ボ
ウ
シ
、
池
に
は
ガ
ガ
ブ
タ
が
咲
き
始
め
ま

す
。
各
種
の
ト
ン
ボ
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
生
き
物
で

賑
わ
う
初
夏
の
わ
く
わ
く
自
然
園
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

            

  

わ
く
わ
く
自
然
園
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

季
節
の
言
葉 

新
緑
や
吾
縄
文
人
の
子
孫
な
り 

ナ
イ
タ
ー
や
九
回
裏
に
風
変
わ
る 

み
ど
り
児
の
髪
切
り
揃
へ
五
月
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
男 

 
（
上
）
池
を
彩
る
清
楚
な
ハ
ク
ス
イ
レ
ン 

（
下
）
風
に
揺
ら
ぐ
チ
ガ
ヤ
の
白
い
穂 
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は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
３
４
号
（
２
０
１
９
年
６
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

☆
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
（
自
治
会
新
会
員
） 

―
３
０
８ 

彼
ノ
矢 

良
美 

様 

―
４
０
６ 

丸
山 

謙
三 

様 
―
５
０
１ 

牛
島 

桂
玲 

様 
―
１
０
１ 

山
﨑 

昇 

様 

☆
自
治
会
役
員
会 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 

 

６
月
１
日
（
土
）

時
～ 

◎
各
班
長
も
ご
出
席
下
さ
い
。 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 
集
会
所
・
第
２
会
議
室 

 

６
月
６
日
（
木
）
・

日
（
木
）

時
～

時 

☆
階
段
、
住
居
棟
周
辺
、
自
転
車
置
場
大
掃
除 

 

６
月
９
日
（
日
） 

９
時
～

時 
 

雨
天

日
（
日
）
に
順
延 

☆
買
物
支
援
の
日 

詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に 

 

６
月

日
（
火
）
・

日
（
火
） 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

 

６
月

日
（
木
） 

歌
の
日 

 
 

 

日
（
月
） 

お
し
ゃ
べ
り
の
会 

 
 

 

日
（
木
） 

手
作
り
遊
び
の
日 

☆
第
１
回
盆
踊
り
練
習
日 

会
所
・
第
１
会
議
室 

 

６
月

日
（
日
）

時
～ 

 
 

 

☆
さ
や
ま
の
窓 

こ
ん
に
ち
は
自
治
会 

 

さ
や
ま
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
第
３
週
に
放
映 

「
第

回
ハ
イ
ツ
夏
ま
つ
り
に
向
け
て
」 

７
時

分
～ 

時

分
～ 

時

分 

  

時

分
～ 

時

分
～ 

 

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル もやすごみ

2 3 4 5 6 7 8

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

9 10 11 12 13 14 15

プラ もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

古紙・古布 もやすごみ

16 17 18 19 20 21 22

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

23 24 25 26 27 28 29

プラ もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル
古紙・古布 もやすごみ

30 1 2 3 4 5 6

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

６月生活ごみ・資源回収表

分別日　間違えたら勇気を持って持ち帰ろう！


